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子ども　対応困難感 156 4.81 2.42
保護者　対応困難感 156 2.21 2.40
職員　対応困難感 156 3.28 2.83
指導案・日誌・観察記録の書き方 156 5.83 2.72








































































































































































































































その他 その他 他の先生とは色々なお話をしたのですが、園長先生とあまりお話することができませんでした。 2
職員と自分の
違いについて
職員との関わり方
指導について
108 鹿児島女子短期大学紀要　第54号（2018）
４．考察
（１）「子ども対応困難感」について
本研究においては，宮里（2017）によって得られた実習
における「子ども対応困難感」の具体的内容について改め
て精査を行い，どれくらいの割合の学生がどのような内容
について対応困難を感じるのかをより詳細に検討した．
その結果，47の小カテゴリーに整理され，それをさらに
10の中カテゴリー，５の大カテゴリーとして整理した．
中でも，小カテゴリーにおける「言うことを聞かない子
への対応」については75% もの学生が対応困難を感じて
いるという結果が示された．また，「本当にできないのか，
できるのかの見極め」「子ども同士の意見が合わない場面
での対応」「ケンカの仲裁での対応」「気になる子へ対応し
たいが，同時に複数の子へ対応しなければならない場面」
の４つの小カテゴリーについては，50% 以上の学生が対
応に困った経験があると回答していた．
これらの場面は実習において日常的に経験されるような
場面であるが，このような場面に対応していくには，保育
士や幼稚園教諭という視点からだけではなく，子どもの気
持ちや立場に立ってみたりするような体験によってどのよ
うに対応したらいいかという視点が広がる可能性があるだ
ろう．重橋ら（2006）は保育士・幼稚園教諭養成課程の学
生を対象に，役割交換技法を用いた心理劇を行ったところ
人間関係に対する気づきが促され，様々な役割を取ること
によって視点の広がりが促されることを指摘している．上
述のような場面を設定して心理劇を用いる授業展開も学生
の視点の多様さを伸ばすには有効と考えられる．
（２）「保護者対応困難感」について
本研究においては，「子ども」「保護者」「職員」「指導案・
日誌・観察記録」の４つの対応困難感の中で，保護者対応
困難感は最も低いという結果となった．
保護者に対する対応困難を感じたエピソードについて
は，156人中21人（13.5%）からエピソードが出された．そ
れを分析した結果，「保護者とのコミュニケーションへの
戸惑い（どのような会話をすれば良いかわからない・職員
だと誤解されている際の対応・障害を持つ親への対応）」
「保護者からの要求や不満への対応（保護者からの要求へ
の戸惑い・保護者に不満を表出された場面）」「専門職とし
て保護者に対応する困難さ（保護者の目が気になって保育
に戸惑う・子どものことについて保護者に上手く説明でき
ない・母子分離できない子がいた際の親への対応）」「関わ
りの困難な保護者への対応（子どもの問題を理解しない保
護者への対応・保護者参観で活動と違うことをする保護者
への対応・常識的でない言動への対応）」の４カテゴリー
（11サブカテゴリー）が抽出され，児童教育を専攻とする
短期大学生が実習で保護者に対して持つ対応困難感の内容
をより具体的に把握することができた．
中でも，サブカテゴリーでみると，保護者と「どのよう
な会話をすれば良いかわからない」という困難感について
のエピソードが最も多く，次いで「保護者からの要求への
戸惑い」が多かった．
総じて考えると，学生は実習先で保護者と関わる機会自
体は少ないものの，１対１で関わらなければならないよう
な場面に直面した際には，関わった機会自体が少ないが故
にどう対応したら良いかに困惑し，動きにくくなってしま
う傾向があるのではないかと推察された．
また，実習生とはいえ児童教育の〝専門家〟として実習
に来ているという意識が学生にあるからこそ，専門職とし
て保護者からどう見られ，どう評価されているのかという
ことに過敏になりやすくなっていることも考えられる．そ
れ故に，保護者の前では保育実践に躊躇してしまったり，
子どものことについて上手く保護者に説明できなかったり
といったパフォーマンスの低下が引き起こされやすいので
はないかと考えられた．
今回の調査研究によって，保護者対応困難感の具体的内
容をある程度把握することができたが，これらはあくまで
も実習生という立場での困難感である．保育士や保育所に
よる保護者支援の研究も現在では見られる（高橋：2015,
片山：2016）が，現場の職員になるとまた違った保護者対
応困難感を持つことも十分考えられる．その点については
今後の課題としたい．
（３）「職員対応困難感」について
「子ども」「保護者」「職員」「指導案・日誌・観察記録」
の４つの対応困難感の中で，職員対応困難感は２番目に低
いという結果となった．
実習先の職員に対する対応困難を感じたエピソードにつ
いては，156人中30人（19.2%）からエピソードが出された．
それを分析した結果，「職員との関わり方（職員に関わる
タイミングへの戸惑い・職員の実習生に対する態度への困
惑・職員に対する言葉遣い・守秘の問題）」「指導について
（職員によって言うことが異なる・子どもに対する関わり
への疑問や困惑・職員からの急な要求・指導されたことへ
の疑問や困惑・指示がない・連絡事項が回ってこない）」
「職員と自分の違いについて（職員との価値観の違い・職
員と比しての自分のできなさ）」「その他」の４カテゴリー
（13サブカテゴリー）が抽出され，実習で職員に対して持
つ対応困難感の内容をおり具体的に把握することができ
た．
とりわけ困難感として最も多く報告されたのは，サブカ
テゴリーの「職員に関わるタイミングへの戸惑い」であり，
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次いで「職員によって言うことが異なる」「子どもに対す
る関わりへの疑問・困惑」「職員からの急な要求」が比較
的多かった．
結果を総じて見ると，ここにも「保護者対応困難感」の
結果からうかがわれた専門職の卵としての自意識があるよ
うに思われる．すなわち，〝日頃の講義や演習等で学んだ
ことを実習で実践し，自分で考えて動こうとする意識〟を
持つ一方で，とはいえ実習生であるが故に〝分からないこ
とや自信がないことを職員に尋ねたり確認したい〟という
意識の狭間で葛藤する結果，「職員に関わるタイミングに
戸惑い」を感じたり，「指示がない」中でどの範囲で動い
て良いのかに困惑したりしているのではないかと推察され
た．
また，これまでに培われてきた自分なりの保育観や教育
観があるからこそ，自分のそれと合わない「職員の子ども
に対する関わりへの疑問や困惑」を感じ，「職員との価値
観の違い」や「守秘の問題」，「教員と比しての自分のでき
なさ」といった点に困難感を持つのではないかと推察され
た．
今回の調査研究によって抽出された「職員対応困難感」
の内容の多くは，学生達が保育・教育の専門職として成長
してきており，自立に向かっているが故に持つ困難感なの
ではないかと考えられた．
（４）まとめ
今回の調査研究によって，児童教育を専攻する学生が実
習において持つ「子ども」「保護者」「職員」への対応困難
感の具体的な内容や，どの程度の学生がそのような困難を
感じるのかということがある程度把握できた．
今後は，今回得られたような対応困難な場面を教材とし
て，どのように対応していくと良いかということをロール
プレイや心理劇といったアクションメソッドを用いて体験
的に学習し，考える授業展開に繋げていければと考えてい
る．
また，上述してきたように，実習において持つ困難感は，
裏を返せば保育・教育の専門職としての基礎が出来てきた
からこそ持つ困難感も多いと考えられる．しかしながら，
そのような対応困難感によって過度に自信を失ってしまう
危険性もあるのではないか．
坪井（2015）によれば，保育者として将来仕事をしたい
という希望者が入学時からデータを収集した２年生の10月
中旬までの間に10% 程度減少すること，また15% 以上の
学生が保育者としての自信をなくし，適正に疑問を持って
いることを指摘している．その上で，必ずしも実習によっ
て自信を失ったり，不適切な指導や子どもが嫌いになった
ことが保育職につきたくないという原因ではないことを示
唆している．
実習もあくまで学びの場であることを考えれば，ある程
度の自信喪失やできなさへの直面といった経験は当然ある
であろうし，それを乗り越えていくためのレジリエンスを
育む機会としては必要な側面もあるだろう．そのような成
長に繋げていくために，対応困難感を持つことが保育・教
育の専門職として成長しているとも言えるということを折
に触れて学生に伝えていくことが幼児教育の専門職を育成
していく上では重要な支援の一つなのではないかと考え
る．
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